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７日後（D７群）に PBS で希釈した約１００万個のヒト骨髄由来間葉系幹細胞 (human 






移植による blood brain barrier (BBB)の保護効果を評価するため移植３日後の血清マトリッ
クスメタロプロテアーゼ (MMP-9)を ELISA で測定した。慢性期回復メカニズムの評価とし
て梗塞２１日後の血管新生、脳由来神経栄養因子（Brain derived neurotrophic factor: 







られず、生着した hMSC はわずかだった。梗塞７日後の活性化ミクログリアは D1 群で虚血
コア、梗塞周囲いずれでも抑制されたが、一方、D4 群では梗塞周囲でのみ抑制されており、
MSC の分布と一致した。血清 MMP-9 は D1 群においてのみ抑制され、急性期の BBB 保護
効果と考えられた。梗塞２１日後には D1、D4 群において梗塞周囲の血管新生が亢進し、
BDNF の発現が増加した。免疫二重染色にて BDNF は主に MSC とホストのニューロンに







いる MSC の経静脈的移植の報告に比べ、経動脈的移植では脳内に生着する MSC の数が著し
く多かった。移植ルートによって最適な移植タイミングや回復メカニズムが異なる可能性が
示唆された。また今回の検討により移植タイミングによって細胞の分布や回復メカニズムに











ングにより回復メカニズムが異なり、脳梗塞治療の time window を延長する可能性が示唆さ
れた。 （1899 字） 
 
 
 
 
